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－検討のきっかけを教えてください－

　BCP対策と情報システム部門の運用負荷

増大が大きな課題でした。得意先さまか

らBCP対応を問われる機会が増える中、能

登半島地震で現行運用の限界を痛感。状

況改善のため、安心して任せられる外部

データセンターの利用を検討しました。

－どのような課題をお持ちでしたか？－

　当時、全システムを本社に集約し、

バックアップは別拠点で管理していまし

た。しかし、能登半島地震でサーバラッ

クが移動し、現地対応を余儀なくされる

など、災害時の事業継続性に不安が顕在

化。さらに、得意先さまからの定期的な

監査でBCP対策の質問が増え、現行体制で

は十分な説明ができない状況でした。

サーバ移行でBCP強化と運用負荷軽減！
自然災害を機に選んだ安心のインフラ基盤

クを大幅低減。得意先さまへのBCP説明

の説得力が増し、信頼性向上に繋がりま

した。安心して業務継続できる環境を確

保でき、非常に満足しています。

　監視や障害対応※は専門SEへ委託し、

予兆段階の双方向連携を実現。復旧時間

の短縮と急な呼び出し頻度が減少し、業

務改善やDX推進などの前向きな活動へリ

ソースを集中できるようになりました。

　さらに、オンプレ維持で発生していた

コストや設備更新の負担から解放され支

出リスクを抑制。サービス導入で総コス

トは増加しましたが「BCP強化と運用負

荷軽減」という “保険価値” を優先した体

制が実現しました。災害リスクの低減や

属人化の解消に資する投資は、将来的な

価値にもつながると考えています。

ー今後の取り組みや展望を教えてください－

　運用のアウトソース化や自動化を進

め、さらなる負担軽減を目指したいで

す。また、生成AI活用やシステム統合に

よる業務簡略化を実現し、全社的なデジ

タル活用で競争力を高めたいです。

Oensハウジングサービス導入事例

　能登半島地震を機に災害リスクを再認識。BCP対策とサーバ
維持負担の軽減を目的に、自社設置型運用からハウジングへ移
行しました。データセンター管理により災害リスクを大幅に低
減。さらには、業務負荷軽減により、コア業務へのリソース最適
化に向けた体制づくりに成功した事例をご紹介します。
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課題

・災害 / 障害リスクに対応できる運用

・人に依存しない体制づくりと運用負荷解消

・老朽化オンプレ環境の維持コスト軽減

効果
・BCP対策で ”災害に強い” 事業継続性を確保

・日々の運用負荷を軽減！

   注力業務に集中できる環境へ

・維持コストから解放！安心できるIT基盤に

　医薬品向けプラスチック容器・キャップの製造・販売。クリーンルー
ムを備えた製造環境で半世紀以上の実績を持ち、柔軟な生産体制と高
度な技術力で幅広い薬剤・製剤に対応しています。
　安全性・信頼性を最優先に、環境に配慮したものづくりを推進し、医
薬品業界の発展と人々の健康に貢献されています。

阪神ホールディングス株式会社様     （所在地： 富山県富山市）

　こうした中、情報システム部門の負担

は年々増加。日々の監視や確認に加え、

障害時の業者手配や復旧対応など業務は

多岐にわたり、業務集中時には残業や休

日対応が常態化して

いました。さらに、

業務が属人化してお

り対応遅延や継続性

のリスクも増加。そ

のため、注力すべき

DX推進などの前向

きな業務に時間を割けない状況でした。

　さらに、自社設置型運用では、年間100

万円以上の維持コストや機器更新などの

突発的な支出も発生。攻めのIT投資に回

せる余力が削られる課題もありました。

－採用の決め手を教えてください－

　サービス導入の目的である、BCP対策

強化と運用負荷軽減を実現できると判断

したためです。複数のデータセンターを

比較しましたが、長年の取引実績やサ

ポート体制への信頼に加え、剱データセ

ンターの堅牢性と対応力も魅力でした。

－効果はいかがですか？－

　耐震性・電源・空調・監視体制が整っ

た環境へのハウジング移行で、災害リス
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導入事例
完全版を見る

※別途、「サーバ障害復旧支援サービス」に加入している場合に対応可能。

https://www.hcs.co.jp/casestudy/255-plastic-manufacturing-industry-housing-service-case/
https://www.hcs.co.jp/casestudy/255-plastic-manufacturing-industry-housing-service-case/
https://www.hanshin-group.co.jp/


　2月25日（水）～27日（金）、東京ビッグサイト西展示棟で開催さ

れる「CareTEX東京2026」に当社は初出展します！

　当社ブースでは、介護施設特化型クラウド勤怠管理サービス

「ケアぽけっと勤怠」をご紹介。紙やExcelでの勤怠管理を効率化

し、複雑な勤務パターンにも対応することで、業務負担の軽減・

公正な運用・離職防止につながる仕組みを体感いただけます。

イベント出展のご案内オンデマンド配信のご案内

「CareTEX東京2026」に初出展！
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皆さまのご意見をお聞かせください

より役立つ情報掲載のため、 皆さまの 「気
になる」「知りたい」 コト、掲載記事のご
感想などをぜひお聞かせください。
『HCS NewsLetter ご意見箱』 への投稿はこちら→

新年あけましておめでとうございます。2026年は「丙午（ひのえうま）」の年。

午は「行動力」 と「情熱」 、丙は「陽の気」 と「勢い」を意味し、力強く前進する一年

になるといわれています。新しい価値を生み出す絶好のチャンスですね。

『HCS NewsLetter』 では今年も、現場で直面した課題をどう乗り越えたのか、

その具体的な取り組みを紹介し、皆さまの業務に活かせる実践的なヒントをお

届けします。次の一歩を踏み出すきっかけとなれるよう努めてまいりますの

で、本年も変わらずHCSをよろしくお願いいたします！皆さまにとっても明る

く希望に満ちた一年になりますことを心より祈念しております。（うえすぎ）

編集後記

システム本部
ソリューションシステム部 さん上木 実侑

み  ゆ  ううわ ぎ

HCSのよこがお

Ｑ．業務内容を教えてください。 

　システム開発に携わり、プロジェク

トリーダーを担当しています。

　お客さまとのやり取りもメインで担

当し、要望の整理や説明を行っていま

す。説明の際は伝わりやすい言葉で話

すことを意識し、積極的なコミュニ

ケーションを心掛けています。以前は

上司に頼る場面も多かったですが、今

ではお客さまの質問に即答できる場面

が増え、達成感を感じています。「この

人に聞けば大丈夫」と頼ってもらえる

ことも大きな自信につながりました。

　今後は、さらに幅広い知識と経験を

深め、お客さまとの信頼関係づくりが

得意なSEを目指して頑張りたいです。

Ｑ．趣味を教えてください。

　好きなアーティストのライブや舞台鑑賞で、今年はラ

イブ4回・舞台2回と充実しています。母と一緒に行くこ

とが多く、感想を語り合う時

間も楽しいです。いつも元気

をもらえて、「明日も頑張ろ

う」と思えるほど日々のモチ

ベーションになっています。

　次は、家族で兵庫のライブ

へ行く予定で、今からとても

楽しみにしています。
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お申し込みはこちら!

2月25日（水）15:50～16:20
開催日時

セミナータイトル
勤怠管理の見直しから始める『人材定着』への道筋とは？

人材定着に向けた、公正・公平な職場づくりの「ヒント」と

「具体策」をご紹介します。ぜひご参加ください！

専門セミナーに当社スタッフが登壇！

2025 年 7 月 4 日 ( 金 )

8:30
表示された枠内に顔を収めてください。

北陸　花子

入館 出勤 退勤 退館

AI の時代
を迎え

た

新たな
潮流と

未来

～ あの
好評講

演をも
う一度

 ～

オンデ
マンド

配信
中山 五輪男 氏
アステリア株式会社 CXO（最高変革責任者）

　2025年11月に開催しました「HCSソリューションフェア2025」。好評だった基
調講演を期間限定でオンデマンド配信いたします！
　「もう一度見たい」「AIに興味があるが、フェアには参加できなかったので視
聴したい」といった方々にオススメです。ぜひお気軽にお申し込みください。

まで～3/31 火

オンデマンド配信期限

※ お申し込み受け付け後、動画URL と
　 パスワードをメールいたします。

興味深い内容で、共感できる
ところが多く、学びがありました。

基調講演に参加された方の声


